
ウーマンリビングサポート�

女性の健やかな心と身体づくりを応援したい�

名古屋市東区�

女性の健康と幸せな人生のサポートを目的に、総合医療および代替補完医療
を用いた予防医学の普及と、ロハススタイル生活の提案を行う。主な活動内容
は次の通り。1.乳がんの早期の発見・診断・治療の大切さを伝え、乳がん検診
受診率の向上を目指す『名古屋ピンクリボンフェスタ』活動を主催。2.講座スタ
ジオ『アライフラボ』の運営。ヨガやアロマテラピー、メンタルケアなど、女性の心
身のケアと健康づくりに役立つさまざまな講座を開催。�

産婦人科医師である代表が患者と接する中で、その多くが自分の身体について
知識が少ないことに問題を感じ、「女性として幸せに生きていくために、もっと知
識を身に付けてほしい」と思ったことが活動のきっかけ。医師、アロマセラピスト、
マッサージセラピストら専門家と同団体を設立し、女性の健康や食、セルフケア
をテーマにした各種講座・イベントを開催。「女性が賢く変われると、世の中もよ
りよいものに変わる」との思いで活動を続けている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員2人�
ボランティア30人�
会員20

構成人員�

「心と身体の健康を手に入れてほしい」と、女
性の健康づくりに関する情報サイト『ア・ライフ・
ナゴヤ』を運営（http://alife-nagoya.net）。「専
門家による女性の医学、不調対策、出産、食と
健康などさまざまな情報を掲載しているので、ぜ
ひ見てほしい」と代表。ピンクリボン活動を手
伝ってくれるボランティアも募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2007年3月23日�
保健・医療・福祉�
社会教育、学術・文化・芸術・スポーツ�

概要�

連絡先�

〒�

052-959-3559 お問い合わせはメールで�
052-950-5066�
info@npo-wls.net�
http://npo-wls.net/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

461-0001 名古屋市東区泉1-23-36　NBN泉ビル4F

募 集 中 ！ �



エスペランサ�

障害をもつ人と社会をつなぎ、共に幸せになりたい�

名古屋市天白区�

障害をもった人が自立した生活をできるように支援し、住み慣れた地域で安心し
て暮らせる社会を実現していくために制定された、障害者自立支援法に基づく
事業を行っている。具体的には3つの事業所を運営し、就労の場を提供したり、
ソフトボール大会や農業実習などのレクリエーションを開催している。レクリエー
ションには地域の人たちにも参加してもらい、障害をもった人が社会とつながりを
もつ機会をつくっている。�

社会において、障害をもった人が就労できる場所はほとんどなく、家以外に日中
過ごせる場所がないという現状に問題を感じた。そして、障害をもった人が民間
の企業などで一般就労できる可能性を伸ばしたいと、2000年に団体を設立。「障
害をもった人を社会が支援することは当たり前だと思う。地域の人にも障害を
もった人のことを理解してもらい、障害をもった人に対する差別をなくしていきたい」
と代表は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員6人�
ボランティア23人�
会員72

構成人員�

募 集 中 ！ �
会員を募集している。多くの人に同団体の運
営に関わってもらい、多くの知恵を取り入れるこ
とによって、もっと団体をよくしていきたいという。
また、運営の資金が足りていないため、同団体
の活動に賛同してくれる人からの寄付を募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2001年8月1日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒468-0045 名古屋市天白区野並1-40

052-899-2668　月～金　9:00～16:00�
052-899-2667�
yuimaru@sweet.ocn.ne.jp�
http://www.yuimaru.jimusho.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



MS TOMORROWS

多発性硬化症患者の声を聴き、よりよい生活を支援�

名古屋市中区�

多発性硬化症患者の話を、同様の経験をもつ仲間（ピア）が聴くピアカウンセリ
ングを行うピアカウンセラーと、ピアサポーターの養成講座を開催。カウンセラー
はサポーターに比べ、より専門的な知識や技術が必要となる。修了生は同団体
における相談業務の他、難病相談支援センターでカウンセリングを担う。症状より、
後遺症や結婚・仕事への不安などに対する相談が多い。患者の自立を促し、よ
りよく生きられるよう心のケアを重視している。�

多発性硬化症患者同士の交流や講演活動を主とする『全国多発性硬化症友
の会』で活動をしていた2名が、「学術的な知識をもとに相談業務や患者支援
のリーダー育成に力を入れていきたい」との思いをもち独立。現在『多発性硬化
症友の会』とは別団体であるが、連携して患者支援を行っている。多発性硬化
症患者支援の先進国である欧米諸国のように、患者がよりよい生活を送るため
の活動を、仲間を増やし少しずつ実現していくことを目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員5人�
ボランティア10人�
会員150

構成人員�

募 集 中 ！ �
ボランティアを募集中。活動内容は医療相談
会の運営の手伝いや、ニュースレターづくりとそ
の発送作業など。活動時間は平日の日中が多
いが、相談に応じるとのこと。同団体の活動に
賛同し、他のメンバーとしっかりコミュニケーショ
ンをとりながら活動してくれる人と共に、患者の
支援をしていきたいと望んでいる。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年4月25日�
保健・医療・福祉�
社会教育、職業能力・雇用機会�

概要�

連絡先�

〒�

052-218-8281 平日　10:00～17:00�
052-203-8685�
mstomorrows@dream.com�
http://www.ms-tomorrows.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

460-0003 名古屋市中区錦1-7-9



外国人医療センター�

国籍の区別なく医療サービスが受けられる地域を目指して�

名古屋市中村区�

1.さまざまな団体やボランティアの協力を得て、毎月１回、医師、歯科医師、看護
師による外国人無料健康相談会を開催。�

2. 電話やメールでの問い合わせに対する、外国語の通じる医療機関の紹介な
どの医療情報提供。�

3. 愛知県救急医療情報システム管理事業として、日本語の音声案内を英語な
どに翻訳、ホームページ上に掲載する地図に日本語とアルファベットで表記し、
外国人が利用できるよう整備。�

4. 広報として、『MICA通信』の発行などの実施。�

1990年に出入国管理及び難民認定法が改正され、1997年に第2回全国移住
労働者フォーラムが開催された。そこで、日本に滞在する外国人が、言語や保険
未加入の問題から病気や怪我をした際に病院に行けないなど、医療の問題が
取り上げられ、医療を中心にサポートを行う団体の必要性から医療関係者を中
心に設立された。国籍に関係なく、外国人も安心して充分な医療サービスを受
けられる地域にしたいとの思いで活動を続けている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員4人�
ボランティア100人�
会員105

構成人員�

募 集 中 ！ �
外国人無料健康相談会に協力してくれる医師、
歯科医師、看護師、通訳及び一般のボランティ
アを募集している。医療の知識がなくても、受
付や身体測定、会場での誘導など相談会を運
営する上では欠かせない活動に参加すること
ができる。活動を支える会員の募集も随時行っ
ている。問い合わせは電話またはメールで。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2002年4月5日�
保健・医療・福祉�
国際協力、NPOの援助�

概要�

連絡先�

〒450-0003 名古屋市中村区名駅南2-11-43�
　　　　　  日商ビル2F　NPO STATION　�

052-588-7040　�
火・木・土　13：00～18：00　※祝除く�
052-588-7040�
mica@r6.dion.ne.jp�
http://npomica.jimdo.com/

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL



介護サービスさくら�

地域の人と「助け合い、学び合い、育ち合う」�

名古屋市名東区�

1.『くらし助け合い活動』として、庭の草取りや産前産後の手伝い、独居高齢者
の安否確認など、介護保険が適用されない日常の困りごとへの支援を行う。�

2. ヘルパーが家庭を訪問し調理や買い物などの手助けをする訪問介護サービ
スや、デイサービスセンターの運営などを行う。2011年には、デイサービスセン
ター、グループホーム、高齢者専用賃貸住宅がひとつになった、複合施設『さ
くら一番館』をオープン。詳しくはホームページ参照。�

愛知県立高等技術専門校ヘルパー科の卒業生たちが集まって、子育て支援や
高齢者の通院介助などを始めたことが団体の始まりである。「助け合い、学び合い、
育ち合う」をモットーに、「高齢になっても、障害があっても、誰もが住み慣れたま
ちでいつまでも家族とともに、安心安全で暮らせるようにしたい」という思いから、
活動を始めた。「職員も、働く中から学ばせていただき、利用者と共に成長してい
きたい」と代表の村居さん。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員230人�
ボランティア10人�
会員600

構成人員�

募 集 中 ！ �
高齢者や障害者に対して食事・入浴・レクリエー
ションなどを行うデイサービスセンターや、少人
数のスタッフと認知症の人が一般の住宅で共
同生活を行うグループホームで、活動してくれる
ボランティアを募集している。活動内容は高齢
者との散歩や話し相手、囲碁などのレクリエー
ション活動、障害児の遊び相手など。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2000年8月10日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒�

052-788-2390 平日　9:00～17:30�
052-788-2391�
info@kaigo-sakura.com�
http://www.kaigo-sakura.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

465-0067 名古屋市名東区猪高町高針荒田18-2



かくれんぼ�

1人ひとりを大切に、住み慣れた家での生活を支える�

名古屋市北区�

主に北区を拠点として、地域密着型の介護サービスを提供する。その１つが『小
規模多機能かくれんぼ』の運営。通所を中心に、訪問や宿泊等のサービスを24
時間365日切れ目なく、柔軟に提供する。要介護者も住み慣れた家で今までと
同じように最後まで暮らし続け、畳の上で死にきれるよう、地域社会の一助とな
るべく活動している。グループホーム、デイサービス、居宅介護支援等の運営も
行っている。その他の事業についてはホームページ参照。�

現代表らが特別養護老人ホームに勤めていた時、大きな施設に馴染めないた
め自宅に閉じこもりがちな人、自分の家で一生を終えたいと思っているが仕方な
く施設に入っている人など、さまざまな問題を抱えたお年寄りに出会った。しかし
当時は在宅の暮らしを支える少人数制のデイサービスセンターがなかったため、
一人ひとりの個性に合わせたケアができる少人数制のセンターをつくりたいとの
思いを持ち、法人を設立した。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員95人�
ボランティア30人�
会員95

構成人員�

募 集 中 ！ �
以下のボランティアを募集中。1.団体が管理
運営を行う上飯田福祉会館の周りを一緒に清
掃活動してくれる人。毎週土曜8時～8時30分
まで。2.小規模多機能事業所やグループホー
ムで、お年寄りの話を聞いてくれる人。時間は
短くてもよいので1年以上継続してくれる人を
希望している。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2002年8月19日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒462-0861 名古屋市北区辻本通3-2-2　古田ビル3F

052-982-9913　平日　9:00～19:00�
052-982-9914�
kakurenbo@lemon.odn.ne.jp�
http://www.kakurenbo.or.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



風の会�

重度障害者が社会性豊かに過ごすための生活支援�

名古屋市緑区�

1. 生活介護型施設『ふきのとう』は、心身に重い障害をもつ人たちが日々の生
活に生きがいを持ち、友達やボランティア・地域の人と関わりあいながら社会
性豊かに過ごす活動の場。空き缶つぶし、絵画・紙すきなど個性を生かした
創作活動や、通所することで体力増進も図る。�

2.『風の会ホームヘルプサービス』は、障害をもつ人が地域社会の中で当たり
前の暮らしができるようヘルパーを派遣し、重症心身障害者の一人暮らしを
援助する。�

重度障害児をもつ親たちが養護学校を卒業後に通う場所として、勉強会を重ね
ながら長く活動してきた。家庭的な雰囲気で、一人ひとりの体調に合わせた生
活支援ができるよう配慮をしている。餅つき、花見、そうめん流しなどおいしいもの
にこだわった季節ごとの行事を企画したり、地域の祭りにも積極的に参加して、
利用者・ボランティア・職員・地域の人たちが一緒に楽しんでいる。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員16人�
ボランティア25人�
会員100

構成人員�

募 集 中 ！ �
「私たちと楽しい時間を一緒に過ごしてみませ
んか?」と、メンバーの活動を広げてくれるボラン
ティアを随時募集している。『風の会』のボラ
ンティアサークル『ひこうき雲』には、学生や一
般社会人など幅広い年齢層のボランティアが
楽しく交流しながら、季節の行事などの活動に
参加している。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年3月18日�
保健・医療・福祉�
社会教育、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒459‐8001 名古屋市緑区大高町字一色山23

052-625-3212　10:30～16:00�
※木・日･祝除く�
052-625-3212�
kazenokai@wh.commufa.jp�
http://homepage2.nifty.com/kazenokai/index.htm

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL



からし種�

家族がいない知的障害者の一人暮らしを支援する�

名古屋市熱田区�

支援する家族がなく一人暮らしを目指す知的障害者を対象に『からし種の家』と『祈
望の家』を運営。利用者は共同生活の中でルールを身に付け、一人暮らしを始
めた際に必要な支援が得られるよう準備をする。退所後も帰ってこられる里親的
存在となれるよう努めている。障害者手帳の取得方法など、障害者施策の活用
に関する相談支援も実施。対象は施設利用者に限らない。障害者の現状や施
策などについて市民に伝える学習会も開催している。�

代表が野宿者支援に携わる中で、生活に困窮し、かつ家族の支援が得られない
知的障害者に対しては、就労や生活などにおいて多くの人が協力して総合的に
支援することが必要だと痛感した。そして、長年重度の知的障害者の支援をし
ていた職員と出会い、共感を得て団体を設立。障害があっても家族がいなくても
地域で安心して生活できるよう、障害者施策をしっかり活用し、一人ひとりの障
害特性を理解した上で支援を行っている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員8人�
ボランティア12人�
会員52

構成人員�

募 集 中 ！ �
ボランティアを募集中。まず利用者と知り合って、
話し相手になってほしいと呼びかけている。職
員に話せなくてもボランティアになら話せること
もあるという。詳しい内容は以下の通り。1.利
用者の朝晩の食事づくり（有償）。2.役所や就
労面接、職場見学への同行。3.施設の中で利
用者と一緒に食事をする。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2011年6月24日�
保健・医療・福祉�
人権擁護・平和推進�

概要�

連絡先�

〒456-0046 名古屋市熱田区木之免町909

052-681-4832　月～土　9:00～16:00�
090-6078-5412　常時�
052-691-0959�
chiniheiwa@hotmail.co.jp�
－�

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL



かんばす�

障害をもつ人にとって住みやすい社会の基盤をつくる�

名古屋市緑区�

1. 障害をもつ小学生のデイサービスを運営。読み聞かせやおやつなどの時間を、
同世代の子どもたちと一緒に過ごす。子どもは身辺自立や協調性など個々に
課題をもつが、訓練ではなく楽しく過ごす中での克服を目指している。�

2. 障害をもつ中高生の余暇活動に、乗馬やエアロビなどを実施。�
3. 未就園の親子のための広場を運営。好きな時間に訪れ、安心して遊び、友
達を作ることができる。�

4. 障害をもつ人と高齢者に対しヘルパーを派遣。�

障害をもつ子どもの親が、子どもが地域で生活できるよう「自分たちにできること
をしよう」との思いから、障害の有無に関わらず未就園の親子が遊びに来る場
所をつくったことが活動の始まりである。その後、さまざまな形で活動が広がり、
現在の形となった。障害をもつ人が住みやすい社会を目指し、さまざまな人を対
象とした活動をすることで、地域に障害に対する理解を広げ、障害をもつ人が当
たり前のように生活できる基盤づくりに努めている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員40人�
ボランティア10人�
会員160

構成人員�

募 集 中 ！ �
障害をもつ子どもに対するボランティアは、継
続的に活動できないとかえって子どもに悪影響
を与えてしまうこともあるため、「ボランティア希
望の人は遊びに来る感覚で、まずは様子を見
に来てほしい」と呼びかけている。その上で定
期的・継続的に来る意思があれば、一緒に活
動したいとのこと。見学希望者はまずは電話を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年5月13日�
保健・医療・福祉�
まちづくり、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒458-0828 名古屋市緑区鳴海町字姥子山22-1�
　　　　　  鳴海第2団地101号棟207

052-623-9155　平日　9：00～18：00�
052-623-9155�
canvas-2005@hotmail.co.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



きずなの会�

身元保証を必要とする人々と「縁」を結ぶ�

名古屋市東区�

未婚や親族が遠方に住んでいるなどの理由で、身元保証人がいない高齢者や
障害者の、生涯にわたる身元保証人を請け負っている。契約にあたり多額のお
金を預かるため、弁護士との三者で契約をする。主な活動内容は入院や施設入
所手続き、葬儀の手配など。365日24時間いつでも連絡がとれる体制をとり、緊
急時に備えている。また契約者の遺産相続人からの寄付を中心とした基金を用
いて、費用が払えない生活困窮者に対しても支援を行っている。�

創設者が、顧客から老人ホーム入所の身元保証についての相談を受け、弁護
士と相談して何とかしようとしたことが活動の始まりである。同団体では少子高
齢化が更に進んでいる情勢の中、孤独な高齢者はさらに増え、活動の重要性は
より高まっていくと見通している。同団体の活動を必要としている人々のため、今
後も世代交代をしながら末永く団体を存続させ、支援を続けることを目標に活動
している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員60人�
ボランティア2人�
会員5,300

構成人員�

同団体と同様、身元保証を請け負う団体は他
にもあるが、多額の金銭をやりとりすることが必
要となるため、中には違法行為を働く団体も存
在する。どこも同様ではなく、それぞれが独自の
制度で活動をしているため「全ての団体がよい
わけでも、悪いわけでもない。よい団体をしっか
りと見極めてほしい」と呼びかけている。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年5月14日�
保健・医療・福祉�
人権擁護・平和推進�

概要�

メ ッ セ ー ジ �
連絡先�

〒461-0015 名古屋市東区東片端町23　東片端サンコービル3F

052-961-8002�
平日・土　9:00～18:00　緊急時は24時間�
052-961-8022�
kizunanokai-nagoya@bridge.ocn.ne.jp�
http://www.kizuna.gr.jp/

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL


